
    ・学習につながりを感じながら取り組むことができた。 
    ・一単位時間のまとめを関連付けて単元のまとめを行うことができた。 
    ・生徒は考えが深まったことを実感することができた。 

   歴史的分野において既習事項を関連付けながら、 
        自分の考えを深めることができる生徒の育成 

 ―単元を貫く学習課題に関連した多面的な課題設定と､「思考集約シート」の活用を通して― 
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【生徒の実態】 
一単位時間ごとの学習につながりを感じること
ができないから、単元のまとめは苦手だなぁ。 

【教師の願い】 
一単位時間ごとの学習内容を関連付けながら、多面的に歴
史的事象を捉えて、自分の考えを深めてもらいたいなぁ。 

    ・段階的に思考を集約していくために、単元全体を貫くキーワード 
     を明確に設定してから単元構想を行う必要がある。 
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生徒の思考集約シート一例 

実践では全９時間計画。 
・第１時で「学習課題」と「予想」を記入。 
・第２時～第８時で手順１を記入。 
・第９時で手順２、手順３、手順４を記入。 

手順１ 
単元を貫く学習課題に
関連した課題を設定し、
そのまとめを記入する。
（まとめⅠ） 
※図中の①～⑦は学習の 
 順序を示す。 

手順２ 
まとめⅠに対して、単元を貫く学習課題
の答えに迫る問いを行い、その答えを記
入する。（まとめⅡ） 
 
 

手順３ 
まとめⅡを踏まえて、単元を貫
く学習課題の答えに関連する
キーワードを記入する。 
（まとめⅢ） 

課題解決に向けて生徒がまとめた
学習する視点を記入。 

「思考集約シート」の活用方法 

生徒の疑問点を基につかんだ
単元を貫く学習課題を記入。 

学習前に立てた最初
の予想を記入。 

手順４ 
まとめⅢを踏まえて、単元を貫く学習課題の答
えを記入する。 

その結果どのような国（世の中）になったの
か？ 明治政府が目指した国とは？ 

段階的に思考を集約していくことで、課題解決の核心部に迫ることができる。 


